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コンピュータ利用の英語授業の

成績上昇効果 について

鈴 木 右 文

1は じ め に

九州 大 学 の主 に1～2年 次 生 を対 象 と した 全 学 共 通 教 育 科 目は ほ とん どが

六 本 松 キ ャ ンパ ス で 実 施 され て い る。 そ の 六 本 松 キ ャ ンパ ス に,コ ン ピュ ー

タ シス テム とLL機 能 が ドッ キ ン グ したCALL教 室 が1室1997年 度 に導 入

さ れ た 。註1ま た1998年 度 に は,外 国語 の 授 業 で も利 用 で きる情 報教 室 が2室

設 置 され た。註2本 稿 の 目的 は2つ あ る。1つ は,筆 者 が こ れ らのCALL教

室 及 び 情 報 教 室 で 担 当 した 英 語 の 授 業 を 自 己点 検 評 価 的 に振 り返 る こ とで あ

る。 も う1つ は,CALL教 室 を利 用 しか つ コン ピ ュー タ な らで は の語 学 用

教 材 を使 用 した 場 合 に,通 常 教 室 で の 授 業 に比 較 して 成 績 が 向 上 す る とい う

こ と をデ ー タ を挙 げ て主 張 す る こ とで あ る。註3

2CALL教 室

CALLと はComputerAssistedLanguageLearningの 頭 文 字 を と っ た

もの で,直 訳 す れ ば コ ン ピ ュー タ支 援 言 語 学 習 で あ る。 す な わ ちCALL教

註1CALL教 室導入をめ ぐる諸問題については鈴木(1998a)及 び鈴木(1998b)を 参照。

原稿版 へ の リン クがhttp://www.rc.kyushu-u.ac.jp/～yubun/index3callsystem.

htm1に 張ってある。

註2従 来か ら六本松キャンパスに情報処理教育セ ンターの分室 とい う形で情報処理教

室が2室 稼働 しているが,こ れは情報処理教育専用の施設である。1998年 度に設置

され たのはこれ とは別の教室である。

註3本 稿 をまとめ ることを目的 として授業を構成 したわけではないの で,あ らか じめ

立てた仮説を検証するためにデー タの収集 ・分析につ いて厳格な方法 を取ったわけ

ではないな ど,専 門的な立場か らは不備 が 目立つか もしれ ない し,授 業の詳細につ

いてもスペー スを割いていて煩項 に見 える部分 もあ るが,実 際に行 った新 しいタイ

プの授業の進め方 を自己点検す る方法の一つ として御容赦いただいた上で本稿 を御

高覧いただ きたい。
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室 とは,何 らか の 形 で コン ピュ ー タ の支 援 を受 け な が ら外 国 語 の 学 習 を行 う

教 室 の こ とに な る。 しか し普 通CALL教 室 と言 えば,た だ コ ン ピュ ー タが

並 べ られ て い るだ け の 教 室 で は な く,学 生 用 コ ン ピ ュー タ を束 ね て一 つ の ネ

ッ トワー ク を構 成 し,専 用 の サ ー バ を置 い た1つ の シ ス テ ム に な っ て い る も

の を指 す 。

筆 者 が 勤 務 す る九 州 大 学 六 本 松 キ ャ ンパ ス のCALL教 室 は,LLの 授 業

も可 能 な よ うにLL装 置 が 主 とな り,こ れ と コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム が 連 動 し

て い る。 教 師 用1台,学 生 用64台 の コ ン ピュ ー タが ス クー ル トー ク で束 ね ら

れ て い る。註4こ の 他 に 学 生2人 に1人 の 割 合 で参 照 専 用 モ ニ タ が 設 置 さ れ

て い る。 こ の教 室 で カ セ ッ トテー プ,フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク,CD-ROM以 外

に 使 用 可 能 な媒 体 は,音 楽 用CD,ミ ニ デ ィ ス ク,レ ー ザ ー デ ィ ス ク,ビ デ オ

(全世 界 対 応),MOで あ り,ま さ にマ ル チ メ デ ィ ア 環 境 と言 うに 値 す る もの

で あ る。 教 材 投 影 装 置 もあ り,参 照 用 モ ニ タ に ノー トや 学 生 用 コ ン ピュ ー タ

の画 面 な ど を 映 し出 す こ とが で き る。註5

LLと 連 動 して い る こ とに よ り,教 師 卓 のLL操 作 パ ネ ル とい うわ か りや

す い イ ン ター フ ェ イ ス の も とで,下 記 の よ うな様 々 な コ ン ピ ュー タ 関 係 の 操

作 が 可 能 で あ る。

1)学 生 用 コ ン ピュ ー タ を一 斉 に ロ ッ ク し操 作 を禁 じ る こ と

2)任 意 の 学 生 用 コ ン ピ ュー タに 強 制 介 入 して リモ ー トコ ン トロー ルす る

こ と

3)教 師 用 ま た は任 意 の 学 生 用 コ ン ピ ュ ー タの 画 面 を参 照 用 モ ニ タ に 映 し

出 す こ と

4)学 生 用 コン ピュ ー タ の 画 面 を モ ニ タす る こ と

3情 報 教 室

1998年 度 に 導 入 され た外 国 語 の授 業 で 利 用 で き る情 報 教 室 は2室 あ り,1

室 はWindowsNT,1室 はMacintoshの 部 屋 で あ る。註6WindowsNTの

註4コ ンピュー タはMacintoshで ある。今 まで授業で使用 した コンピュー タはすべて

Macintoshで ある。Windowsの 利用 も望 ましいのであるが,筆 者のWindowsの 扱

いは発展途上である。

註5こ の他 システムの詳細については註1の 文献 を参照。

註6こ の他にジャックだけが設置され,ノ ー トパ ソコンな どを持 ち込んで利用す る情

報 コンセ ン ト室 も1室 設け られている。
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部屋は教師用コンピュータ1台 に学生用 コンピュー タが51台,Macintoshの

部屋は教師用1台 に学生用50台 となっている。フロッピー ディス ク,CD-

ROMの 他 にWindowsNTの 部屋 で はDVD等,Macintoshの 部 屋 では

Zip,ビ デオ等が使用可能である。ビデオ等の画面や教師用 コンピュータの画

面は天井から吊したスクリーンにプロジェクタを介 して投影することができ

る。 しかし,学 生用 コンピュー タと教師用 コンピュータはCALL教 室のよ

うな形で相互接続 されてはいないので,2節(1)～(4)に あるCALL教 室の利

点は,情 報教室においては見 られない。註7

4CALL教 室 ・情 報 教 室 で の 授 業 の 概 要 と利 点

九州大学六本松キャンパスにCALL教 室 と外国語授業に利用で きる情報

教室が設置されて以来これ らの教室で筆者が担当した授業は表1の とお りで

ある。

表1CALL教 室 ・情報教室 を利用 した授業の概要

開講学期 授業名 学部 人数 使 用 教 材 使用教室

A鷺 響 工一 リ1灘 灘 蒲 　 CALL

リスニ ング用CD

B1鷺 英難 工学部54駆 撫 爺 ん
ク英語CALL

C1欝 英灘 農学部5・ 灘 錨 鼎 常会話1CALL

D1謙 英語演習 医学部48灘 織 鼎 常会話1情 報教室

注:途 中で ドロップアウ トした者は人数 に含めていない。

註7ま た,情 報教室は全学共通教 育用の開放 を前提 として独 自に運営され るので,強

固なセキュ リティ策が施 され,学 生 は情報処理教育センターか ら発行 してもらうも

の とは別にIDと パスワー ドの登録 が必要であ る。教 官 も六本松地 区のサーバ とは

別 のIDと パスワー ドが必要であ る。ア クセスは登録の翌 日か ら許可 され るので,授

業開始前 日までに登録 しなか った学生は授業初 回に コン ピュー タを使用す ることが

できず,コ ンピュー タ使用方法の説明 を受けて も練習するこ とがで きない。 これに

対 し,CALL教 室は外 国語の授業専用で開放 していないので,ユ ーザー認証 を必

要 としない。但 し情報教室ではユーザ認証によ り,ブ ラウザや メールソフ トの個 人

用設定が 自動的 に行われる利点がある。
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電 子 化 され た授 業 に取 り組 む 方 針 と して,全 体 と して 可 能 な こ とか ら着 手

して 漸 次 積 み上 げ て い く予 定 だ っ た の で,い き な りチ ャ ッ トや ホ ー ムペ ー ジ

作 成 な ど とい っ た 高 度 な授 業 に取 り組 ん だ わ け で は な く,ま ずA・Bの 授 業

で はCD教 材 を用 い て,筆 者 自身 がCALL教 室 で の 授 業 実 施 に慣 れ る こ と

に 重 点 を 置 い た 。続 い てC・Dの 授 業 で はCD-ROM教 材 を利 用 して 学 生 に コ

ン ピ ュー タ を本 格 的 に使 用 させ た 。註8

4.1コ ン ピュ ー タ を補 助 的 に利 用 す る授 業

AはCALL教 室 で カ セ ッ ト教 材 を使 用 し,コ ン ピ ュー タ も補 助 的 に 利 用

し た授 業 で あ る。 教 材 は 「リス ニ ン グ この コツ さ え覚 え れ ば 絶 対 だ 」 とい

う実 用 書 で,カ セ ッ トテ ー プ は 別 売 り とな っ て い る。註9高 価 な た め 学 生 に は

カ セ ッ トの 購 入 を義 務 化 せ ず,授 業 で は教 師用 の カセ ッ トを聞 か せ,学 生 に

演 習 させ る場 合 に は,必 要 な 箇 所 だ け 学 生 持 参 の 生 テー プ に 録 音 して 個 人 個

人 のペ ー ス で繰 り返 し聞 い て も らっ た 。 ま た,聞 き取 っ た 内容 を コ ン ピ ュー

タ の エ デ ィ タ に 打 ち込 ませ,任 意 の 学 生 の 画 面 に 強 制 介 入 し,全 員 に 参 照 用

モ ニ タ を通 じて そ の 画 面 を見 せ な が ら,適 宜 添 削 指 導 を実 施 した 。

こ う し た コン ピ ュー タ の 利 用 方 法 の優 れ て い る点 は,任 意 の 学 生 の 解 答 を

全 員 に 示 しな が ら リモー トコ ン トロー ル に よ って 添 削指 導 を実 施 で き る点 に

あ る。

普 通 教 室 で あ れ ば,聞 き取 っ た 結 果 を 黒板 に 板 書 させ る と こ ろ で あ るが,

そ の 場 合 と比べ,板 書 が 完 了す る ま で添 削 を待 つ 時 間 が 必 要 な く,学 生 の ま

ち ま ち な大 き さの 文 字 や 癖 な どで 読 み に くい とい う こ と もな い し,白 墨 の 粉

(ホ ワ イ トボー ドの 場 合 は マ ー カー の 消 しか す)に よ る汚 損 もな い 。

CALL教 室 で な くて も教 材 投 影 装 置 が あれ ば,学 生 が 書 き取 っ た 答 え を

回 収 して 映 し 出 しな が ら添 削 す る方 法 も考 え られ,CALL機 能 の 必要 性 を

註8こ の他考えられ るコン ピュー タの利用方法 としては,電 子メール,WWWブ ラウ

ザ,ホ ー ムペー ジ作成,Newsgroup,チ ャッ トなどがあ るが,当 然試み るべ きステ

ップではあ る。A～Dの 授業の 中で一部 これ らについての講義 は行 った。 また,筆

者の担 当す る授業の電子化 の一環 として,1998年 前期 には全学共通教育科 目の1種

である総合科 目(複 数教官の リレー講義 による)の 「インターネッ トの世 界」 で英

語教育への応用につ いての講義 も行 った。

註9参 考までに過去に筆者が利用した教科書 とそれらに対する評価や コメン トが下記URL

に示されている。http://www.rc.kyushu-u.acjp/～yubun/index3shiyoukyoukasho.

html
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疑 う議 論 も考 え られ るが,教 材 投 影 装 置 利 用 の場 合 に は,読 み に くい とい う

弱 点 が 克 服 さ れ ず,用 紙 の 回収 ・返 却 に 時 間 が か か る上,用 紙 が 回収 され た

学 生 は 添 削 指 導 が 終 わ る まで 自分 の答 案 用 紙 を 直接 見 て修 正 す る こ とが で き

な い とい う不 都 合 も生 じる。

CALL教 室 で は,画 面 上 の 自分 の解 答 を修 正 す る な り コ メ ン トを 書 き加

え る な りの 加 工 を施 し た上 で フ ロ ッ ピー に保 存 して 持 ち帰 る こ とが で き る。

しか し コ ン ピ ュー タ を利 用 す る場 合 の上 述 の 利 点 に もか か わ らず,エ デ ィ タ

で の 作 業 に 不 慣 れ な 学 生 が 多 か っ た の で,思 っ た ほ ど分 量 を こ なせ な か っ た

の も事 実 で あ る。註10

Bの 授 業 はCALL教 室 でCD教 材 を用 い た 授 業 で,授 業 名 は 「英 語LL演

習 」,教 材 は 「ゼ ロか らの ス ター ト!英 語 ヒア リン グ大 特 訓 」 とい う実 用 書

で,CDは 別 売 り と な っ て い る。 高 価 な た め 学 生 に はCDの 購 入 を義 務 化 せ

ず,授 業 で は 教 師 用 のCDを 聞 かせ,学 生 に 演 習 させ る場 合 に は,必 要 な 箇 所

だ け 学 生 持 参 の 生 テ ー プ に録 音 して 個 人個 人 の ペ ー ス で繰 り返 し聞 い て も ら

っ た。註11

この 授 業 で は全 文 の デ ィ クテ ー シ ョン よ り穴 埋 め の 作 業 が 多 か っ た の で,

エ デ ィ タ に解 答 を 打 ち込 ませ る こ とは しな か っ た。 しか し,そ れ で も コ ン ピ

ュ ー タ利 用 の 利 点 が あ っ た。

まず,LL用CDプ レー ヤ を利 用 して プ レー ヤ 本 体 上 の ス イ ッチ で 操 作 す

る場 合 よ りも,教 師 用 コ ン ピュ ー タ のCDド ラ イブ を利 用 し て画 面 上 で ク リ

ッ ク に よ って 操 作 す る方 が 操 作 性 が 良 好 で,か つ 迅 速 な授 業 展 開 が 可 能 で あ

る。通 常 の教 室 にCDラ ジ カ セ な ど を持 ち込 ん だ場 合 は,学 生 に 背 中 を 向 け な

が ら本 体 の小 さ な液 晶 バ ネ ル をの ぞ き込 み,小 さ な リモ コ ン上 で ボ タ ン を幾

つ も押 す(例 え ば トラ ッ クが100近 くに な れ ば トラ ッ クの 指 定 に は 複 数 の ボ タ

ン を押 さ な い とい け な い の が 普 通 で あ る)こ とに よ って 頭 出 しな ど を行 う必

要 が あ る。 コ ン ピュ ー タ ソ フ トのCDプ レー ヤ な ら画 面 上 に トラ ッ クの 数 字

を並 べ,ほ ぼ 一 発 で トラ ッ ク を選 択 で きる。註12何 十 回 も こ の よ う な操 作 を繰

註10正 確 な記録 はないのだが,同 一教材 を非常勤先の通常 のLL教 室 で行 った時にこ

な した分量の7割 程度の消化率 だったと記憶 してい る。 この他,エ ディタに修正 内

容 を打 ち込むよ りもノー トに書 き込 んだ方が早 いな どの問題 もあろ うが,コ ンピュ
ー タの不慣れを理由に してコンピュー タの利用 を控えているのでは話 にならない。

現在は ともか くもやってみ る時期 であると思ってい る。

註11Aの カセ ッ トに比べ れば安 かったので購 入を推奨 したが,義 務 とは しなかった。

註12こ こではAppleオ ーディオCDプ レーヤ を念頭 に置 いてい る。
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り返 す場 合,こ の 差 は 大 きい 。

また,こ の 授 業 で は後 述 のCD-ROMソ フ トを英 語 音 声 の メ カニ ズ ム の 学

習 の た め に 短 時 間併 用 した。 口腔 の 断 面 図 の 出 来 が 良 く,更 に二 重 母 音 で の

舌 の動 きの 表 現 や サ ン プ ル の 単 語 の 男 女 別 の発 音 を素 早 く切 り替 え て 聞 くこ

とが で き るの も良 か っ た。 これ は コン ピ ュー タ な ら で は の 芸 当 で あ る。

CDをLL用CDプ レー ヤ で な くコ ン ピ ュー タ で再 生 し た理 由 は,操 作 性

の 問題 の 他 に,こ のCD-ROMソ フ トと本 来 の 教 材 で あ るCDと を交 替 で利

用 す る 必 要 が あ る こ と に もあ る。 学 生 の ヘ ッ ドセ ッ トに 流 す 音 声 の ソー ス を

LL用CDプ レー ヤ と教 師 用 コン ピュ ー タ で切 り替 え る手 間 が 不 要 に な るか

ら で あ る。

4.2コ ン ピュ ー タ を 学 生 一 人一 人 に 本 格 的 に 使 用 させ る授 業

CはCALL教 室 で 学 生 一 人 一 人 がCD-ROM教 材 を用 い る授 業 で あ る。

教 材 は 「QuickEnglishver.2.5日 常 会 話1」 とい う市 販 英 語 教 材 で,バ ラ

で購 入 す れ ば 一 枚1万 円 近 くす る もの で あ り,と て も学 生 に 購 入 を求 め る わ

け に は い か な い。註13そ こ で,九 州 大 学 言語 文 化 部 英 語 科 の 残余 の予 算 をか き

集 め,複 数 の 授 業 で 活 用 す る こ とを条 件 に 大 量 に 購 入 して も ら い,57枚 体 制

を敷 くこ とが で きた 。註14お か げ で 学 生 は 多 額 の教 材 費 の 負 担 を 避 け る こ と

が で き た わ け で あ る。註15こ の教 材 で は,ま ず ムー ビー で あ る場 面 を繰 り返 し

見 て 場 面 全 体 の 雰 囲気 を把 握 した 後,聞 き取 り,語 彙 の 確 認,文 法 の確 認,

文 化 項 目の確 認,発 音 の 確 認 な どの 作 業 で理 解 を は か り,適 宜 関 連 問題 を コ

ン ピ ュー タ相 手 に解 い て い っ て 更 に 理 解 を深 め る。

この 授 業 の 利 点 は何 と言 っ て も学 生 個 人 の ペ ー ス で 学 習 を進 め る こ とが で

き る とい う こ とで あ る。学 生1人 に つ き1枚 のCD-ROMを 貸 与 す るの で,教

材 を相 手 に した 作 業 を学 生 全 員 で 一 斉 に行 う必 要 は な く,学 生 が 自分 の 好 き

な 順 序 で メニ ュー を こ なす こ とが で き,聞 き取 りの 回 数,問 題 を こ な す ス ピ

ー ドな ど も 自分 の 好 み に 合 わせ られ る
。 わ か ら な い とこ ろ に 時 間 を 多 く割 き,

註13い わゆるスクールパ ックの ような形 で2～3割 の割引があった ように記憶 してい

る。

註ユ4当 時の英語科経理係 の小野教授 にひとかたならぬ御尽力 をいただいた。記 して謝

意 を表する。

註15学 生が教材費 を全 く負担 しないの も不平等な話 であ るが,も っと問題 なのは,こ

れだけの高価 な教材を受講者数分 これか らどうや って確保 してい くか という点であ

る。
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既 に わ か って い る項 目 は大 胆 に ス キ ップ す る な どの メ リハ リを効 か せ る こ と

が で き る。 ま た,自 分 が 主 体 的 に コ ン ピ ュー タ に 向 か わ な い と何 も進 ま な い

の で,寝 て い る わ け に もい か な い。註16

しか しCD-ROMに つ い て 問 題 点 が 残 っ た 。 学 生 個 人 の 所 有 物 で は な い こ

と,同 一 学期 に 複 数 の ク ラ ス で 使 用 す る こ と,こ の2つ の理 由 で,学 生 に は

CD-ROMの 持 ち 帰 りを許 可 し なか っ た 。従 っ て,変 則 的 な授 業 の 仕 方 を採 用

せ ざ る を得 ず,学 生 は 予 習 な しで 授 業 に 臨 み,60分 ほ ど で割 り当 て られ た 章

の 学 習 を こ な し,授 業 の 終 わ りで 早 速 小 テ ス ト(記 述 式)を 受 け る こ と と な

っ た 。 そ の か わ り,学 習 した 内容 の 復 習 の 指 示 に よ り家 庭 学 習 の 時 間 を確 保

した り,CD-ROMを 昼 休 み に 貸 し出 して 予 習 ・復 習 に 多少 の便 宜 を はか る な

どの 措 置 を取 っ た。註17

Dは3節 で触 れ た 情 報 教 室 の う ち,Macintoshの 部 屋 で 行 っ た も の で あ

る。 教 材,授 業 の 形 態 等 はCと 同様 で あ るが,学 生 用 コ ン ピ ュ ー タが ス クー

ル トー ク で 束 ね られ て い な い分,リ モー トコ ン トロ ー ル に よ る 学 生 用 コン ピ

ュー タの ロ ッ クや 強 制 介 入 等 が で き な い点 が や や 不 便 で あ っ た。 しか しお お

む ねCと 同等 の授 業 が で き た と考 え られ る。

5成 績 の 比 較

4節 で 紹 介 した4つ の授 業 同 士,及 び そ れ ら と 同一 の教 材 を使 用 し た普 通

教 室 で の 授 業 を学 生 の 成 績 の 観 点 か ら比 較 して み る と,あ る傾 向 が 見 え て く

る。 そ れ は,せ っ か く コン ピュ ー タ を利 用 して も,通 常 の教 室 で も利 用 で き

る教 材 を使 用 して い た の で は 学 生 の 成 績 に 大 きな 変 化 は 見 られ ず,コ ン ピ ュ

ー タ専 用 教 材 を使 用 し た場 合 に 成 績 の伸 長 が 観 察 され る とい う こ とで あ る
。

サ ンプ ル が 少 な い の で 今 後 も観 察 を 続行 す る こ とが 必 要 で あ ろ う し,伸 び 率

註16学 生が一人一人のペー スで学習するなら,も はや一斉授業 の必要はない。一人で

進め るタイプの教材は 自習 による学 習向けに提供す るのが最適であ る(単 位 を授与

す る問題は残 る)。する と教員が余剰 になる。これは例 えばインターネ ッ トに よる情

報収集 を基にグループで発表内容 をま とめてい くような授業 を少人数 で実施す るた

め に充当 したい。 この種の授業ではオーガナイズしア ドバイスを与える教員の役割

は重要である。

註17CALL教 室には監督にあた る人員が配置されていないので,必 ず筆者が監視 に

あたった。 このため,1週 間に1度,の べ数 回程度の開放 に留 まった。 また利用 し

た学生 も3,4名 に留 まった。
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な どの 詳 細 は あ ま り意 味 を な さ な い と思 わ れ るが,全 体 的 傾 向 に つ い て は あ

る程 度 意 義 あ る観 察 が 示 さ れ て い る と思 わ れ る。

まずAに つ い て は ほ とん ど考 察 す べ き点 は な い。 非 常 勤 先 でAと 同一 学期

に 同 一 教 科 書 を使 用 し たLL教 室 で の授 業(以 降A'と 呼 ぶ)を 担 当 した の だ

が,成 績 に 有 意 な差 が あ る とは 思 え な い 。 試 験 は学 期 末 に一 度 だ け 実 施,A

で は54人 で 平 均59.56%の 得 点 率 で あ り,A'で は50人 で 平 均55.38%の 得 点

率 で あ っ た 。Aの 方 が 幾 分 成 績 が 良 い の が 前 述 の エ デ ィ タ を使 用 した こ とに

由 来 す る と言 え る の で あ れ ば 面 白 い の だ が,こ れ ら2つ の授 業 は 同 一 教 科 書,

同 様 な試 験 を用 い た もの の,大 学 が 異 な り,学 生 の も と も との 学 力 に差 が あ

るの で,1度 だ け の 試 験 で は確 た る こ とは何 も言 え な い。

Bに つ い て は,CD(コ ン ピュ ー タ な らで は の 教 材 で は な い)を 使 用 した 授

業 の 場 合,CALL教 室 を利 用 し たか ら とい っ て成 績 の伸 び が 見 られ るわ け

で は な い とい う結 果 が 出 た。

表2同 一教材使用のCALL教 室利用での授業と普通教室利用での授業の試験成績の比較

学部 ・学科 人数 第1回 試験 第2回 試験 第3回 試験 使用教室

B工 学部 ・電気情報5447.79(20)60.49(30)46.49(20)CALL

B'工 学部 ・機械系6045.00(20)60.58(30)67.23(30)普 通

注:試 験 の成績の数値は受験 者の平均で100点 満点に換算。()内 は実際 の試験の

満点。途中で ドロップアウ トした者 は各回の試験の点数には含め るが表掲載の

人数 には含めていない。

試 験 は どち らの ク ラ ス で も同一 の 範 囲 で類 似 の 問 題 に よ り行 わ れ,ど ち ら も

同 じ大 学 の 同 じ学 部 の ク ラ ス で 英 語 の 基 礎 力 は ほ ぼ 同 等 とみ な して よ い もの

と考 え られ る。従 って,表2でBとB'の 点 数 が ほぼ 同 等 だ とい う こ とは,両

ク ラ ス で の授 業 の 成 果 もほ ぼ 同 等 だ とい う こ とを示 して い る。 第3回 目の 試

験 でB'の 方 が む し ろ好 成 績 を お さめ て い てB'の 成 果 の 方 が 大 き い よ うに 一

見 思 え るが,そ うで は な い 。 第3回 の 試 験 の 場 合,満 点 がBで は20点,B'で

は30点 と2つ の ク ラ ス の 間 で差 が あ り,満 点 が20点 よ り も30点 で あ る と きの

方 が 平 均 点 が 高 くな っ て い る わ け だ が,第1回(20点 満 点),第2回(30点 満

註1820点 満 点よ りも30点満点の方が平均点が高 くなった理 由は,ど ちらの場合 で も同

じ点数分 だけ音声学的な内容に関す るかな り点の取 りに くい出題 が行 われ,20点 満

点 での方が30点 満点の場合に比べ て点数の取れ る部分が少 なかった点にあ るもの と

思 われ る。
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点)の 点 数 を比 較 す れ ば ど ち らの ク ラ ス の 点 数 も予 測 され る も の で あ る。註18

4節 で見 た よ うに,Bのi授 業 がCALL教 室 で行 わ れ た こ とにつ い て 教 員 の

側 に は 利 点 が あ っ た わ け だ が,表2を 見 る 限 り,学 生 の成 績 に は 反 映 され て

い な い とい う こ とに な る。

C・Dに つ い て は,同 一 教 材 の 同 一 範 囲 につ い て 類 似 の 出 題 方 式 で 毎 回 の

よ うに 試 験 を行 っ た。D(医 学 部)の 第4回 と第5回 をや や 難 化 させ た他 は

どの 回 も似 た レベ ル の 難 易 度 で あ っ た は ず な の だ が,ど ち らの クラ ス で も後

半 に 点 数 の上 昇 傾 向 が 見 られ た。 表3にC,Dで の 試 験 結 果 を示 して い る。

Cで は 第6回 まで4点 前 後 を浮 遊 して い た平 均 点 が,第7回 か ら最 終 の 第10

回 に か け て5点 前 後 の 展 開 と な っ て い る。Dで も,上 述 の 第4回 と第5回 の

難 化 を考 慮 に 入 れ れ ば 第1回 か ら 第6回 ま で は5点 をは さ ん で の 展 開 で あ る

の に対 し,第7回 か ら第9回 に か け て は6点 をめ ぐる展 開 に な っ て い る。D

の 最 終 回 の 第10回 の 数 値 がCに 比 較 して低 い の は,こ の ク ラス の 成 績 が 全 般

に 良 好 で,途 中 で合 格 を確 信 し た学 生 が最 後 の 試 験 に 対 して そ れ ほ ど努 力 を

傾 注 しな か っ た か ら と思 わ れ,例 外 的 な数 値 と して よい よ うに 思 わ れ る。

表3CALL教 室 ・情 報 教 室 を利 用 し た授 業 で の 小 テ ス トの 結 果

1回2回3回4回5回6回7回8回9回10回 使用教室

C4,384.023.984.403.843。704.415.004.885.98CALL

D5.405.335.193.613.984.745.606.365.934.73情 報教室

注:各 試験の満点は8点 である。途中で ドロップアウ トした者の点数 も各 回の試験

の点数に含めている。

こ こ で,こ う した傾 向 はCALL教 室 や 情 報 教 室 の効 果 で は な く,合 格 し

た い 一 心 で 試 験 の 回数 が 重 ね られ るに つ れ て 学 生 が 試 験 に よ り本 気 で臨 む か

ら現 れ る もの で あ る とい う説 明 も考 え ら れ る。 と こ ろ が,後 半 で の 平 均 点 の

上 昇 傾 向 は,通 常 教 室 を使 用 して行 わ れ る他 の 授 業 で の 試 験 で は普 通 見 られ

な い もの で あ る。 表4に 普 通 教 室 で の 場 合 を幾 つ か 示 す 。
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表4普 通 教 室 を利 用 した 授 業 で の小 テ ス トの 結 果

人数 学期/大学/学 部123456789101112

E5497後 西南 児教3.43.13。02.73.12.13.23.03.23.32.3-

F4197後 西南 国文3.23.42.72.52.82.43.02.93.12,72,7-

G5697後 九大 経済2.82.82。93.03.12。63.52.93.13.62.92.2

H5197後 九大 農3.22.53.02.92.92.22.93.12.83.01.9-

15398前 九大 工2.03.63。12.63.03.23.22.83.13.1--

J4498前 西南 児教2.72.02,12.42.7322.82.13.22.73,5-

K5098前 西南 国文2.32.12.02.43.24.12.63.12.92.93.0一

注:す べて満点は5点 。「西南」は西南学院大学,「 九大」は九州大学,「 児教 」は

文学部児童教育学科,「 国文」は文学部 国際文化学科,「 経済」は経済学部,「 農」

は農学部,「工」は 「工学部」を指す。途 中で ドロップア ウ トした者は各 試験の

点数 には含めるが表掲載 の人数には含めていない。

E～Hは 「これ だ け でOK!海 外 旅 行 英 会 話 」 と い う実 用 書 を教 材 と し

て 使 用 し,小 テ ス トは 主 に 口語 英 語 表 現 に つ い て の 記 述 試 験 と した。1～K

は 「す ぐに使 え る!ホ ー ム ス テ イ の英 会 話 」 とい う実 用 書 で 同 様 の小 テ ス

トを行 っ た 。 いず れ の ク ラ ス の 場 合 で も,「 後 半 で の平 均 点 の上 昇 傾 向 」と言

え る よ うな 数 値 の推 移 は 認 め られ な い。Kが や や そ れ に近 い 形 に も見 え るが,

C・Dほ どは っ き りして い な い。

以 上 の観 察 に よ り,小 テ ス トを積 み重 ね る授 業 の 方 法 で は,普 通 教 室 で 行

わ れ た場 合 の 平 均 点 の 推 移 が ほ ぼ 一 定 線 をは さ ん で の 上 下 な の に 比 較 して,

CALL教 室 ・情 報 教 室 で実 施 され た場 合 に は後 半 に 平 均 点 の 伸 び が 認 め ら

れ る こ とが わ か っ た。

こ こ で 一 つ 考 え られ る反 論 は,C・Dの 授 業 で は,CALL教 室 ・情 報 教

室 の 環 境 や 学 生 が コン ピ ュー タの 操 作 に慣 れ な い とい う事 情 が あ っ て 前 中半

で は低 迷 し,慣 れ て くる に従 って 本 来 の 実 力 か ら見 て 予 測 され る平 均 点 に 達

し た とい う もの で あ る。しか し学 生 がMacintosh特 有 の フ リー ズや ソフ トの

操 作 法 の 問 題 で あ わ て て い た の も,せ いぜ い授 業 開 始3回 目(す な わ ち第2

回 目 の 試験 の あ っ た 日)ま で で あ るか ら,こ う した こ とが 原 因 で 前 中半 ま で

の 成 績 が抑 え られ て い た とは考 えに くい。

それ で もな お 考 え られ る反 論 は,C・Dの 授 業 で は あ ま りに も平 均 点 の 推

移 が 合 格 ペ ー ス に達 しな い ほ ど低 水 準 で,不 合 格 を恐 れ た学 生 が 後 半 に 追 い

込 み を か け た とい う もの で あ る。 しか し これ も考 え られ な い 。 なぜ な ら,D
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の 授 業 で は 常 時 成 績 が 良好 で あ っ た し,Cの 授 業 で も他 の ク ラ ス の デ ー タ と

比 べ て 著 し く前 中 半 の 成 績 が 不 良 だ っ た とは 言 え な い。Cの 第7回 目 ま で の

平 均 得 点率 は51.3%で あ り,後 半 の伸 び の 見 られ な い1の 授 業 で の51.1%と

ほ とん ど変 わ らな い 。

な お 食 い下 が る 余 地 が あ る とす れ ば,Cの 授 業 で は100点 満 点 の 成 績 の う

ち,小 テ ス トで80点 分 が 決 ま る の に 対 し(20点 は 出 席 状 況 な ど を含 む 平 常

点),1の 授 業 で は55点(平 常 点 が20点,定 期 試 験 と して英 会 話 の 口 述 試 験 が

25点)な の で,1の 授 業 の学 生 は 小 テ ス トの 成 績 全 体 に 占め る比 率 が低 い た

め に気 楽 で あ っ た か ら後 半 の 頑 張 りが な か っ た の だ と主 張 す る こ と も出 来 よ

う。 だ が,学 生 は英 語 に よ る 口述 試 験 に 対 して は 大 い に不 安 を持 っ て い る と

い うの が経 験 か らわ か っ て お り,「小 テ ス トで しゃ か り きに な ら な くて も 口述

試 験 で取 れ ば い いや 」 な ど と学 生 が 考 え た とは とて も思 えな い 。

6ま と め

本 稿 で は,初 歩 的 な もの で は あ るが コ ン ピ ュー タ を利 用 した新 しい授 業 に

挑 戦 し た筆 者 の 授 業 の 点検 を行 い,学 生 一 人 一 人 が ソ フ トを動 か す 授 業 が 学

生 の 成 績 を伸 ば す こ と を数 字 を挙 げ て 主 張 し た。

しか し,CALL教 室 も し くは 情 報 教 室 で コ ン ピュ ー タ用 英 語 学 習 ソフ ト

を学 生 一 人一 人 に 使 用 させ た授 業 は2ク ラス(C・D)し か 経 験 し て お らず,

本 当 に 成 績 の伸 張 が 一 般 的傾 向 と言 え る の か ど うか 確 定 的 な こ とは 言 え な い 。

また,使 用 した教 材 は1種 類 だ け な の で,こ の 教 材 の 性 質 が 数 値 に 影 響 を与

え て い る可 能 性 も否 定 で き な い。 今 後 の デー タの 積 み 重 ね が 肝 要 で あ ろ う。
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